
農協と組合員をつなぐ広報誌
5
2022

Vol.532

JA中春別

Contents目 次

ＨＢＣ「あぐり王国北海道ＮＥＸＴ」に
豊原地区の細川牧場が出演しました。

各酪農振興会総会������������������������������ 2
１DAY１MILKプロジェクト・青年部総会��������� 3
未来牧場通信���������������������������������� 4
あぐり王国北海道NEXT������������������������� 5
営農対策情報���������������������������������� 6
別海高校活動報告������������������������������ 7
入学式������������������������������������� 8～9
入園式・乳質乳価������������������������������ 10
ＪＡグループ通信������������������������������� 11
理事会・和牛研究会総会������������������ 12～13
生乳課情報����������������������������������� 14
退職のご挨拶��������������������������������� 15
組合員の広場��������������������������������� 16

写真提供：ＨＢＣ



2なかしゅんべつ　2022（令和４）年５月号

酪農振興会 総会
各地区酪農振興会総会が書面決議にて開催され、全議案可決承認されました。

　
中
春
別
酪
農
振
興
会
（
平
井
優
一
会
長
）
で
は
４

月
27
日
㈬
に
第
44
回
通
常
総
会
を
書
面
決
議
に
て
開

催
致
し
ま
し
た
。
議
案
第
１
号
「
令
和
３
年
度
事
業

報
告
並
び
に
収
支
決
算
に
つ
い
て
」議
案
第
２
号「
令

和
４
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に
収
支
予
算
（
案
）

に
つ
い
て
」
議
案
第
３
号
「
会
費
の
賦
課
及
び
徴
収

方
法
に
つ
い
て
」
以
上
議
案
第
１
号
か
ら
第
３
号
ま

で
全
て
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
役
員
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
美
原
酪
農
振
興
会
（
浮
川
優
会
長
）
で
は
、
４
月

20
日
㈬
に
書
面
決
議
に
て
定
期
総
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　
議
案
第
１
号
「
令
和
３
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収

支
決
算
に
つ
い
て
」、
議
案
第
２
号
「
令
和
４
年
度

事
業
計
画
書
（
案
）
並
び
に
収
支
予
算
書
（
案
）
に

つ
い
て
」、
議
案
第
３
号
「
令
和
４
年
度
会
費
及
び
、

会
費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
に
つ
い
て
」、
議
案
第

４
号
「
役
員
選
考
委
員
の
選
出
に
つ
い
て
」
以
上
議

案
第
１
号
か
ら
第
４
号
ま
で
全
て
可
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
令
和
４
年
度
役
員
は
以
下
の
と
お
り
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
豊
原
酪
農
振
興
会
（
上
田
泰
治

会
長
）
で
は
、
４
月
18
日
㈪
に
書

面
決
議
に
て
定
期
総
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　
議
案
第
１
号
「
令
和
３
年
度
事

業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
に
つ
い

て
」、
議
案
第
２
号
「
令
和
４
年

度
事
業
計
画
書
（
案
）
並
び
に

収
支
予
算
書
（
案
）
に
つ
い
て
」、

議
案
第
３
号
「
令
和
４
年
度
会
費

の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
に
つ
い

て
」、
議
案
第
４
号
「
役
員
の
改

選
に
つ
い
て
」
以
上
議
案
第
１
号

か
ら
第
４
号
ま
で
全
て
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
役
員
は
以
下
の
と

お
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

豊
原
酪
農
振
興
会
定
期
総
会

美
原
酪
農
振
興
会
定
期
総
会

中
春
別
酪
農
振
興
会
通
常
総
会

第
60
回

第
36
回

第
44
回

会　
　
長　

牧
　
野
　
修
　
二

副
会
長　

佐
　
藤
　
孝
　
徳

　

〃　
　

芳
　
賀
　
　
　
守

書　
　
記　

井
　
上
　
哲
　
孝

会　
　
計　

花
　
岡
　
芳
　
征

常
任
幹
事　

井
　
上
　
哲
　
孝

　

〃　
　

篠
　
田
　
翔
　
司

　

〃　
　

遠
　
藤
　
貢
　
紀

　

〃　
　

荒
　
瀬
　
　
　
理

　

〃　
　

奥
　
山
　
頌
　
平

　

〃　
　

吉
　
川
　
竜
　
一

監　
　
事　

田
　
口
　
豊
　
次

監　
　
事　

広
　
沼
　
力
　
也

監　
　
事　

浦
　
山
　
武
　
志

会　
長　

平
　
井
　
優
　
一

副
会
長　

藤
　
倉
　
香
津
靖

副
会
長

兼
会
計　

中
　
島
　
哲
　
郎

監　
事　

久
　
慈
　
真
　
咲

監　
事　

相
　
澤
　
孝
　
太

会　
長　

浮
　
川
　
　
　
優

副
会
長　

大
　
堀
　
　
　
壮

　
〃　
　

山
　
本
　
広
　
行

総　
務　

加
　
藤
　
真
　
純

会　
計　

五
十
嵐
　
厚
　
彦

幹　
事　

佐
　
藤
　
恭
　
平

監　
事　

熊
　
谷
　
　
　
修

　
〃　
　

小
　
林
　
　
　
裕



3 なかしゅんべつ　2022（令和４）年５月号

　別海町主催の１DAY１
MILKプロジェクトの一環
で、当農協から望月組合長
が牛乳を飲み、消費拡大を
呼びかける動画を撮影しま
した。動画は別海町役場の
Facebookで公開予定です。
　また、今年開催された北
京オリンピックで活躍を見
せた別海町出身のスピード
スケート選手、森重選手・
新濱選手・郷選手の３人も
動画を公開しています。
　新型コロナウイルスの影
響により、現在深刻となっ
ている生乳廃棄問題ですが、
この動画をきっかけに牛
乳・乳製品の消費拡大につ
ながればと思います。

1DAY1MILKプロジェクト

　
中
春
別
農
協
青
年
部

で
は
、
４
月
21
日
㈭
に

書
面
決
議
に
て
通
常
総

会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　
議
長
に
は
、
豊
原
地

区　
増
岡
耕
平
さ
ん
が

選
出
さ
れ
、
採
決
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
議

案
第
１
号
「
令
和
３
年

度
事
業
報
告
並
び
に

収
支
決
算
に
つ
い
て
」、

議
案
第
２
号
「
令
和
４

年
度
事
業
計
画
（
案
）

並
び
に
収
支
予
算（
案
）

に
つ
い
て
」、
議
案
第

３
号
「
中
春
別
農
協
青

年
部
規
約
の
一
部
改
定

に
つ
い
て
」、
議
案
第

４
号
「
令
和
４
年
度
会

費
の
賦
課
及
び
徴
収
方

法
に
つ
い
て
」、
議
案

第
５
号
「
役
員
の
改
選

に
つ
い
て
」
以
上
議
案

第
１
号
か
ら
第
５
号
ま

で
全
て
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
青
年
部

役
員
に
つ
い
て
は
以
下

の
通
り
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

活動をピックアップ
　年部青若い力を結集して未来の酪農郷を築こう！

全議案が可決承認されました。

Ｙｏｕ ｔ ｈ 　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ

中春別農協青年部通常総会第49回

部　
長　
片
　
岡
　
卓
　
也

副
部
長　
柿
　
本
　
竜
　
矢

　
〃　
　
林
　
　
　
恒
　
雄

理　
事　
久
　
保
　
光
　
大

　
〃　
　
中
　
山
　
泰
　
輔

　
〃　
　
内
　
藤
　
　
　
俊

　
〃　
　
田
　
口
　
皓
　
基

監　
事　
青
　
野
　
大
　
地

　
〃　
　
畠
　
山
　
純
　
一

　
〃　
　
遠
　
藤
　
貢
　
紀
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4なかしゅんべつ　2022（令和４）年５月号

　
３
月
の
吹
雪
に
よ
り
融
雪
の
遅
れ
が

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
好
天

に
よ
り
、
昨
年
よ
り
５
日
遅
れ
の
作
業

開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　
４
月
に
入
り
少
雨
に
よ
る
乾
燥
状
態

の
た
め
、
土
ぼ
こ
り
を
上
げ
な
が
ら
、

昨
秋
に
散
布
し
た
堆
肥
の
拡
散
作
業
を

行
い
、
27
日
か
ら
は
肥
料
散
布
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
研
修
生
２
組
が
２
年
目
を
迎

え
る
た
め
、
各
自
が
草
地
の
状
態
を
見

な
が
ら
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
走
行
を
試

み
、
作
業
開
始
時
期
を
定
め
な
が
ら
各

作
業
に
当
た
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
、
地
温
の
上
昇
と
と
も
に
肥
料

効
果
を
確
認
次
第
、
１
回
目
の
植
生
調

て
お
り
、
肥
料
散
布
後
、
ス
ラ
リ
ー
タ

ン
カ
ー
に
よ
る
消
化
液
散
布
作
業
に
入

り
ま
す
。

　
作
業
を
行
っ
た
研
修
生
は
、
事
前
に

航
空
写
真
で
ト
ラ
ク
タ
ー
の
走
行
方
向

査
を
実
施
し
ま
す
。ま
た
、当
セ
ン
タ
ー

で
は
、
糞
尿
処
理
に
伴
う
消
化
液
を
有

効
活
用
す
る
た
め
の
施
肥
設
計
を
行
っ

を
確
認
し
、
天
気
予
報
を
気
に
し
な
が

ら
時
期
を
決
め
る
と
と
も
に
、
散
布
機

械
の
調
整
を
こ
ま
め
に
行
い
な
が
ら
、

慎
重
に
作
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

春
の
草
地
管
理
作
業
が
始
ま
る



5 なかしゅんべつ　2022（令和４）年５月号

新
規
就
農・酪
農
の
魅
力
を

新
規
就
農・酪
農
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
Ｐ
Ｒ
��

　
３
月
19
日
㈯
に
放
送
さ
れ
ま
し

た
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
広
報

番
組
Ｈ
Ｂ
Ｃ
「
あ
ぐ
り
王
国
北
海

道
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」
に
豊
原
地
区
の
細

川
牧
場
が
出
演
し
ま
し
た
。

　
番
組
で
は
出
演
者
の
チ
ー
ム
・

ナ
ッ
ク
ス
の
森
崎
博
之
さ
ん
、
Ｈ

Ｂ
Ｃ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
森
結
有
花

さ
ん
が
細
川
牧
場
に
訪
れ
、
細
川

夫
妻
の
出
会
い
や
経
歴
、
１
日
の

作
業
や
就
農
後
の
生
活
に
つ
い
て

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
あ
り
、
酪
農

ヘ
ル
パ
ー
・
新
規
就
農
に
つ
い
て

の
質
問
に
も
答
え
て
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
美
幸
さ
ん
が
牧
場
の

生
乳
を
使
っ
て
作
っ
た
ホ
ワ
イ
ト

シ
チ
ュ
ー
と
牛
乳
豆
腐
を
振
る
舞

い
ま
し
た
。
別
海
町
の
帆
立
が

入
っ
た
ホ
ワ
イ
ト
シ
チ
ュ
ー
と
、

牛
乳
豆
腐
の
ほ
ろ
ほ
ろ
と
し
た
食

感
が
と
て
も
好
評
で
し
た
。

　
優
作
さ
ん
か
ら
は
「
全
て
自
分

に
返
っ
て
く
る
と
こ
ろ
が
酪
農
の

魅
力
。
こ
う
い
う
エ
サ
を
あ
げ
れ

ば
こ
れ
だ
け
乳
を
出
し
て
く
れ
る
、

健
康
に
気
を
使
っ
て
あ
げ
れ
ば
こ

れ
だ
け
長
生
き
し
て
く
れ
る
。
育

て
方
次
第
で
全
部
返
っ
て
く
る
の

は
酪
農
以
外
何
も
考
え
ら
れ
な

い
」

　
美
幸
さ
ん
か
ら
は
「
楽
し
い
で

す
！
大
変
で
す
け
ど
そ
れ
は
ど
ん

な
仕
事
も
大
変
だ
と
思
う
。
そ
れ

で
も
す
ご
く
魅
力
的
な
の
で
、
ま

ず
は
や
っ
て
み
て
ほ
し
い
！
」
と

酪
農
の
魅
力
を
語
り
ま
し
た
。

　
見
逃
し
た
方
は
Ｈ
Ｂ
Ｃ
の
動
画

配
信
サ
ー
ビ
ス「
も
ん
す
け
Ｔ
Ｖ
」

で
配
信
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

写真提供：ＨＢＣ



66なかしゅんべつ　2022（令和４）年５月号

営農対策情報
根室農業改良普及センター 春は牛舎の窓を開けよう！

　５月は、中旬以降一気に気温が上がる傾向があり（図1）、
日によっては一時的に20度を超える時もあります。
　特に、搾乳牛は、人が感じる適温よりも10度程度低い
気温を好む生き物です。気温に応じて、カーテンを開けた
り、ファンを動かせるような準備が必要です。

 １　換気不足による生産への影響
　換気が不足していると、採食量が不安定になり、ちょっ
とした気温の変化で軟便や乳房炎、子牛の肺炎が発生しや
すくなります（図２）。
　また、直接症状が現れなくても、
分娩後の立ち上がりがなんとなく遅
れたり、乳量がパッとしないことも
あります。

 ２　春の換気対策
　　①施設や設備を確認しよう！
　「いざ換気をしようとした際に窓
やカーテンがきちんと開かない」、

「防鳥ネットの目にほこりが詰まっている」、「ファンの調
子が良くない」など、換気を妨げる要因は様々です。これ
らの要因が見つかれば、早い段階で修繕しておきましょう

（写真１）。
　②入気のために窓やカーテンを開けよう！
　自然換気の場合は窓やカーテンを十分に解放し、新鮮な
空気が入るようにします（写真２）。トンネル換気の場合は、
窓を閉め隙間を塞ぐことで陰圧効果を高めることができま
す。入気口を大きく開放し、送風および排気用のファンを
乳牛の状態や空気の質を見ながら調整します。

　ファンの清掃により換気効率が向上した事例などもあり
ます。換気扇の点検や電気関係で不安な点があれば業者に
見てもらうことをおすすめします。
　夏本番になるとさらに換気に注意する必要があります。
もし、牛舎換気を改善したいと思っている場合など普及セ
ンターにご相談ください。

写真２ 取り外すと排気量が倍増

写真１ きれいに管理されている防鳥ネット

15

10

5

0
1旬 2旬 3旬 4旬 5旬 6旬

気
温（
度
）

図１ 根室管内における５月の平均気温
※データは根室管内５カ所のアメダスより

           図２ 換気不足による生産への影響 
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北海道別海高等学校
酪農経営科･専攻科だより酪農経営科･専攻科だより

なかしゅんべつ　2022（令和４）年５月号

●【専攻科】春季交通安全講習会を実施――
　４月11日㈪に実施しました。講師にリブラス株
式会社より、宮武様をお迎えして、保険会社の立場
から考える交通安全に関し
て講義を行っていただきま
した。
　学生からは「事故が起き
やすい状況や保険の過失割
合など具体的な説明を聞く
ことで、より交通安全への意識が向上しました。」
と感想が聞かれました。
　事故を起こすことのないよう交通安全への意識の
高揚を図るため交通安全宣言を行ない、最後に学友
会長から謝辞を述べ終了しました。
●【専攻科】農業特別専攻科開設50周年
　　　　　記念事業協賛会設立総会―――
　４月12日㈫に開催されました。昨年５月に開催
予定をされていましたが新型コロナの関係で延期さ
れていました。同窓会役員・各期修了生監事生23
名の方が出席されました。
　記念事業は、50周年と
いうこともあり同窓生の
方々は式典・祝賀会を望ん
でいましたが、新型コロナ
の終息がみられないため、
止む無く記念誌発行のみとなりました。
　協賛会長には眞下雅人同窓会長が選出され、事務
局を中心に記念誌作成を進めていく計画です。ご協
力ご支援の程よろしくお願いいたします。
●農業専門教科担当スタッフ紹介――――
　人事異動に伴い職員の転出、転入がありました。

●【酪・専】入学式が行われました―――――
　４月８日㈮、令和４
年度入学式が本校体育
館で行われました。今
年も新型コロナウイル
スの影響により、保護
者の出席は各家庭１名
となりましたが、天気
にも恵まれ、晴れやかな雰囲気のもと、普通科85名、
酪農経営科８名、農業特別専攻科３名が新たに入学
を許可されました。生徒代表宣誓では、酪農経営科影
山君（計根別学園）が生徒代表として高校で学ぶ決意
を述べてくれました。今年度は高校生297名、専攻科
学生８名の計305名がこの学び舎で学んでいきます。
●【酪農経営科】ICT活用授業準備開始―――
　今年度より、新学習指導要領の実施に伴い、生徒
一人一人がノートパソコンやタブレットを用いた新
たな学習スタイルによる授業が行われることになり
ました。授業準備として、各自のスマートフォンや
学校の端末を利用してアカウントのログイン方法や
接続方法の確認等を行いました。
●農業クラブオリエンテーション――――
　４月13日㈬、新１
年生を対象に、農業ク
ラブ執行部主催の農業
クラブオリエンテー
ションが行われました。
農業クラブ会長３年児
島君が「このオリエン
テーションをとおして、農業クラブのこと、別海高
校のことを知って欲しい。農業クラブ員全員が意欲
的に活動できるよう、執行部一同活動していきま
す。」と挨拶を行いました。１年生は、緊張の面持
ちで、執行部からパワーポイントや動画で農業クラ
ブ活動についての説明を受けていましたが、執行部
が１年生の反応を確認しながら進行し、自己紹介等
を交え説明したことで、和気藹々とした雰囲気の中、
オリエンテーションを終えることができました。
●【専攻科】新入生歓迎会を実施―――――
　４月８日㈮に実施しました。今年度は３名の新入
生を迎え入れること
ができました。短い
時間でしたが、交流
を深めることができ、
入学の緊張感も少し
ほぐれていたようで
した。

5 月
号

【酪農経営科】
科長　佐藤　　信（畜産・酪農経営科３年副担任）
教諭　大利美沙妃（乳加工・酪農経営科２年副担任）

新十津川農業高校より
教諭　小野　伊織（畜産・酪農経営科１年担任）
教諭　山田　梨帆（畜産・２学年付き）新採用
実習担任教諭　高橋　克宣（野菜）
実習助手　　　比内　愛実（乳加工・草花）

【農業特別専攻科】
科長　寺内まどか（畜産・専攻科２年副担任）
教諭　平山隆一郎（畜産・専攻科１年副担任）
教諭　佐藤　光一（畜産・専攻科２年担任）
教諭　廣村　　啓（畜産・専攻科１年担任）

＜異動＞
教諭　八重樫真由美　標茶高校へ
教諭　明石　　哲　静内農業高校へ

入学式の様子
交通安全講習会の様子

オリエンテーションの様子

協賛会設立総会の様子

新入生歓迎会の様子
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入
学
式

　
中
春
別
小
学
校
入
学
式
が
４
月
６
日
㈬
に
行

わ
れ
、
11
人
の
児
童
が
中
春
っ
子
の
仲
間
入
り

を
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
考

慮
し
、
在
校
生
は
リ
モ
ー
ト
で
入
学
式
に
参
加

し
、
保
護
者
は
各
家
庭
２
名
ま
で
、
来
賓
は
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
の
み
と
制
限
の
あ
る
中
で
の
開
催
で

し
た
が
、
在
校
生
代
表
か
ら
歓
迎
の
言
葉
が
送

ら
れ
、
新
入
生
の
小
学
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　
最
後
に
新
入
生
が
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
、
こ
れ

か
ら
の
小
学
校
生
活
の
意
気
込
み
を
発
表
し
ま

し
た
。
た
く
さ
ん
友
達
を
作
っ
て
、
楽
し
い
小

学
校
生
活
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
き
な
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
、楽
し
い
学
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト
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入
学
式

　
中
春
別
中
学
校
入
学
式
が
４
月
６

日
㈬
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
14
人
が
中
春
別
中
学
校
に

入
学
し
、
少
し
緊
張
し
た
様
子
で
入

場
し
ま
し
た
。

　
生
徒
会
長
か
ら
歓
迎
の
挨
拶
が
送

ら
れ
、
新
入
生
代
表
は
新
た
な
中
学

校
生
活
の
期
待
を
胸
に
、
誓
い
の
言

葉
を
堂
々
と
努
め
ま
し
た
。

　
中
学
生
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
勉
強

に
部
活
動
と
様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
、

充
実
し
た
３
年
間
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

制
服
を
着
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
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３月乳質乳価一覧表 ３月生乳受託実績表
単　価
（円）

算 出 基 礎
（㎏）

支払乳価
（円）

前年同期
（円）

差
（円）

乳 脂 肪 分 933.062 38.34 38.33 0.01
無 脂 乳 固 形 分 589.796 52.17 53.20 -1.03
生 産 者 補 給 金 4.3812 4.38 6.71 -2.33
集 送 乳 調 整 金 1.3738 1.37 2.05 -0.68
補 給 金 合 計 5.7550 5.75 8.76 -3.01

乳　
質　
単　
価

生 菌 数
ランク1 　２ 348,086,374.8

3.78 3.77 0.01

ランク2 　０ 10,058,530.1
ランク3 －３ 142,701.4

体細胞数
ランク1 　２ 323,160,078.4
ランク2 　１ 18,495,331.8
ランク3 －２ 3,260,570.9
合　　　　　計 100.04 104.06 -4.02

項　　　目 単価（円）／（㎏）％
乳 脂 肪 分 ① 38円34銭
無脂乳固形分② 52円17銭
生産者補給金③ 4円38銭
集送乳調整金④ 1円37銭

脂 肪 率 全道 4.11％
農協 4.18％

無 脂 固
形 分 率

全道 8.85％
農協 8.79％

成 分 乳 価
（①+②+③+④=⑤）

全道 96円26銭
農協 96円65銭

乳質乳価⑥ 全道 3円78銭
農協 3円76銭

乳 代 合 計
⑤+⑥

全道 100円04銭
農協 100円41銭
差異 0円37銭

　
中
春
別
保
育
園
入
園

式
が
、
４
月
２
日
㈯
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
少
し
緊
張
し
た
様
子

で
入
場
し
た
園
児
た
ち
。

　
園
長
先
生
か
ら
「
こ

れ
か
ら
み
ん
な
で
一
緒

に
楽
し
く
過
ご
し
ま

し
ょ
う
ね
。
先
生
た
ち

は
皆
さ
ん
に
会
え
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
し
た
。
お
は
よ
う
ご

ざ
い
ま
す
と
元
気
に
保

育
園
に
来
て
く
だ
さ

い
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
楽
し
い
保

育
園
生
活
が
は
じ
ま
り

ま
す
。

　
入
園
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

新
し
い
お
友
達
と
、た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
つ
く
ろ
う

入
園
式
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各団体の詳しい取り組み内容については、
ＷＥＢサイトをご覧ください。

11

JAグループ通信
●ＪＡ北海道中央会

●ＪＡ北海道信連

●ホクレン ●ＪＡ北海道厚生連

●ＪＡ共済連北海道

なかしゅんべつ　2022（令和４）年５月号

　JAグループ北海道が協賛する「あぐり王国北海道NEXT」では、米の消費拡大を目指し、
全道各地のご当地JAカレーを集めたグランプリを初開催しました。
　公募した結果、12JAの参加となり、発表順を決める緊張のくじ引き、その土地自慢の
農畜産物を活用したカレーのPR、JA職員の個性豊かな全力プレゼン、悩ましい実食審査
など、見どころが満載です。
　ナンバー１カレーはどのJAが
獲得したのか！？

　JAバンクでは、次世代を担う子供たちへの食農教
育を支援するため、農業とわたしたちのくらしをテー
マとした教材本とＤＶＤを作成し、道内各地のJAを
通じて全道の小学校・特別支援学校に毎年贈呈してい
ます。

　令和４年度において
も、北海道教育委員会
等のご理解、ご協力の
もと、全道1,005校の
小学５年生（約４万人）
と、20校の特別支援学
校へ、教材本等の贈呈
を行いました。

　JA共済ホームページの『ひと・まとめプラン』ペ
ージかから掛金シミュレーションを行い、資料をご請
求いただいた方の中から、抽選で240名様に素敵な賞
品をプレゼントします。
　キャンペーン第１期は９月30日㈮まで。この機会
にJA共済のホームページへのアクセスお待ちしてい
ます！

　みなさんは１年に１回、健康診断を受けています
か？道内12か所の厚生病院・クリニックで受診でき
ます。
　医療併設型という特性を活かして、がん検診を含め
た総合的な疾病予防対策も積極的に展開しています。
検査の項目が充実しており、ご希望で追加できるオプ
ション検診もた
くさんあります
ので、詳しくは
厚生連、または
各病院のホーム
ページをご覧く
ださい。

HBCにて4月23日㈯・30日㈯の
17時から2週連続放送です！

◆ご当地JAカレー１グランプリを開催!!

◆教材本贈呈事業を展開 ◆資料請求キャンペーンを実施

◆人間ドック受診のご案内

HBCの無料動画配信サービス「もんすけ
TV」では、５月末まで見逃し配信も実施
しますので、ぜひご覧ください！

　２月11日、滝野スノーワールド（国営滝野すずら
ん丘陵公園）にて、冬の北海道を楽しむイベントとし
て開催された”米そり（米袋そり）”を使ったレース
に協賛しました。
　キッズ・ジュニアクラスと、一般クラスの２クラス
に分かれ、約200名が120ｍ近くあるコースでタイム
を競い合いました。
　優勝者には米１俵（60
㎏）がプレゼントされた他、
飛び賞、ベストドレッサー
賞、パフォーマンス賞など
もあり、会場は大いに賑わ
いました。

◆第２回―北海道米そり選手権に協賛
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 報告事項 
１　令和３年度期末賞与の支給について
２　令和３年度資産自己査定について
３　�令和３年度購買品棚卸資産の差損・差益に
ついて

４　�令和３年度任意積立金（税効果積立金）に
ついて

第１回 理 事 会 の 動 き 令和４年４月15日㈮

第２回 理 事 会 の 動 き 令和４年４月27日㈬

 報告事項 
１　�令和３年度㈲ジェイエー・ワンプの決算報
告並びに令和４年度事業計画について

２　�令和３年度㈲中春別マシンセンターの決算
報告並びに令和４年度事業計画について

３　�令和３年度㈱なかしゅんべつ未来牧場の決
算報告並びに令和４年度事業計画について

４　子会社の監査報告について
５　令和３年度決算監査報告について
６　組合員の加入について
７　組合員の脱退について
８　人事発令について
９　職員の退職について
10　�緊急事態発生対策・火災発生対策機構図の
変更について

11　令和４年度農事組合長会について�
12　令和３年度３月末財務状況について
13　令和３年度３月末購買事業実績について
14　令和３年度余裕金運用実績について
15　�令和３年度年間経営定期点検実施報告につ
いて

16　令和３年度監査室業務活動報告について
17　ＪＡバンク基本方針の変更について
18　ＪＡ共済苦情対応要領の改訂について
19　共済一斉推進の実施について
20　令和３年度３月末営農関連実績について
21　令和３年度生乳生産戸別実績について
22　令和３年分農業所得税納付額について
23　令和３年分農業消費税納付額について�
24　�令和３年度経営改善プロジェクト取組み検
証並びに令和４年度取組み内容及び選定組
合員について

25　�令和４年度畜産・酪農収益力強化整備等特
別対策事業（機械導入事業）に係る要望調
査について

26　�畜産経営体生産性向上対策事業（畜産ＩＣ

 議　　案 
１　令和３年度事業報告について
２　�事務所建設積立金（定款第62条に定める
目的積立金）の設定について

３　�令和３年度決算及び剰余金処分（案）につ
いて

Ｔ事業）及び酪農労働省力化推進施設等緊
急整備対策事業（楽酪ＧＯ事業）に係る要
望調査について

27　�令和３年度早期淘汰促進対策の実績につい
て�

28　�令和３年度経営移譲に係る褒賞対象者につ
いて

29　�環境負荷軽減型持続的生産支援事業につい
て

30　�令和３年度乳質改善良質乳生産者表彰につ
いて

31　�令和３年度乳質ペナルティ使途報告につい
て

32　�令和３年度生乳汚染事故補償互助会決算報
告について

33　�令和３年度特定疾病感染補償互助会決算報
告について

34　�令和３年度良質乳生産基盤強化支援事業の
実績について

35　�令和４年度北海道酪農体質強化対策事業実
施要領について

 議　　案 
１　令和４年度経営定期点検実施計画について
２　�令和４年度余裕金運用方針及び運用について
３　�令和４年度コンプライアンス・プログラム
について

４　令和３年度優良組合員表彰について
５　�北海道信連の自己資本造成計画に係る対応
について

６　組合員規程の一部改正について
７　個人情報取扱規程類の一部改正について
８　�令和４年度不良債権処理方針（案）について
９　リース契約について
10　�令和４営農年度財産造成に伴う資金の貸付
について
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11　�家畜ふん尿貯留施設整備事業実施要綱（案）
について

12　�断水時緊急対策事業実施要綱（案）につい
て

13　�良質乳生産環境維持対策事業実施要綱（案）
について

14　�令和４年度良質乳生産基盤強化支援事業の
実施（案）について

15　�令和４年度ＪＡ中春別乳牛共進会の開催に
ついて

16　�令和４年度畜産・酪農生産力強化対策事業
及び和牛遺伝資源流出防止対策緊急支援事
業の実施について

17　令和３年度決算書類について
18　令和４年度事業基本方針（案）について
19　令和４年度事業計画の設定について
20　令和４年度料金料率について
21　�地域農業振興計画（案）並びに第12次中
期経営計画（案）について

22　第48回通常総会の開催日程について
23　第48回通常総会の提出議案について
24　�第48回通常総会招集通知への記載事項に
ついて

25　�第48回通常総会の議決権行使に当たって
の留意事項について

　新型コロナウイルス感染症が依然として
終息しない中、視察研修や講習会等感染予
防対策を万全に講じることが極めて困難で
あったことから会員・参加者の健康と安全
を考え中止となりました。計画していた事
業の中止が相次ぐ中ではありましたが、良
質な和牛作出のため「見る目」を育てよう
と根室管内和牛審査研修会や「コロナ禍で
の市場情勢の変化と今後の展望」について
販売課小田島課長に講師を依頼し会員向け
の講習会を開催し会員同士の情報交換の場
を設けることができました。
　いまだ新型コロナウイルス感染症の影響
により、和牛の個体販売価格は発生前より
低いものの、大きく下落する事なく安定し
て取引が行われ、徐々に回復傾向にあると
推定されます。会員同士の情報交換、情報
共有を必要とする中、緊急事態宣言や蔓延
防止等重点措置の発令等、集会の自粛要請
により会員が顔を合わせる機会が制限され、
疎遠になってしまっている現状を会として
も重く受け止め、十分なソーシャルディス
タンスの確保と感染防止対策を可能な限り
万全に講じ、令和４年４月９日㈯中春別農
業協同組合団地センター２階トレーニング
室にて集会による定期総会を開催いたしま
した。
　来賓に原内副組合長を迎え、野矢勝己会
長の議事進行により議案第１号から議案第
５号まで全議案が可決承認されました。

議案第１号　�令和３年度事業報
告及び収支決算書
について

議案第２号　�令和４年度事業計
画（案）並びに収
支予算（案）につ
いて

議案第３号　�令和４年度会費の
賦課徴収方法（案）
について

議案第４号　�任期満了に伴う役
員改選について

議案第５号　その他

中春別和牛研究会

中春別和牛研究会定期総会を開催中春別和牛研究会定期総会を開催第22回
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生乳汚染事故を無くそう！

良質生乳生産推進委員からの標語

生乳課 情報

凡例：■50.5万以上　■40.5～50.4　■30.5～40.4　■30.4万以下

なかしゅんべつ　2022（令和４）年５月号
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0%

100%
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40%
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10%

0%

96.7%96.7% 100.0%100.0%
84.1%84.1% 81.9%81.9% 91.3%91.3%

100.0%100.0%

99.2%99.2% 99.5%99.5% 94.4%94.4% 92.4%92.4% 84.7%84.7%
78.7%78.7%

89.3%89.3%
80.0%80.0%

95.8%95.8% 89.7%89.7% 91.6%91.6%

91.8%91.8% 90.3%90.3% 91.0%91.0% 91.0%91.0%

北　区 中央区 東　区 西　区 南　一 南　二
0.0% 0.0% 0.6% 0.0% 0.0% 0.0%
0.8% 0.0% 4.9% 4.8% 0.7% 0.0%
2.5% 0.0% 10.4% 13.3% 8.0% 0.0%

96.7% 100.0% 84.1% 81.9% 91.3% 100.0%

中春別 平　糸 菊　水 春　別 富　岡 平　成
0.0% 0.0% 0.4% 0.0% 0.3% 0.7%
0.0% 0.0% 0.0% 1.3% 4.2% 4.7%
0.8% 0.5% 5.2% 6.3% 10.8% 15.9%

99.2% 99.5% 94.4% 92.4% 84.7% 78.7%

よつ葉 まきばの丘 緑　進 みどりの里 新　酪
0.7% 3.2% 0.0% 0.3% 0.0%
0.7% 1.1% 0.5% 3.3% 0.0%
9.3% 15.7% 3.7% 6.7% 8.4%

89.3% 80.0% 95.8% 89.7% 91.6%

豊原地区 美原地区 中春別地区 3地区合計
0.1% 0.5% 0.3% 0.3%
2.0% 1.4% 1.8% 1.7%
6.1% 7.8% 6.9% 7.0%

91.8% 90.3% 91.0% 91.0%

中春別地区毎日体細胞（４月） 令和４年度地区集計（４月）

豊原地区毎日体細胞（４月）

みんなで確認、みんなで確認、
抗生物質！抗生物質！

美原地区毎日体細胞（４月）

令和４年４月30日現在 JA中春別発生 管内合計件数

抗菌性物質混入事故 0 件 2―件

生菌による汚染事故 0 件 0 件

異物混入、加水、血乳に
よる汚染事故 0 件 0 件

異臭、異常風味による
汚染事故 0 件 0 件
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こ
の
度
４
月
30
日
を
も
っ
て
退
職
い
た
し
ま
し

た
。
平
成
26
年
に
給
油
所
給
油
係
と
し
て
入
組
以

来
、
約
７
年
間
購
買
部
で
組
合
員
さ
ん
の
皆
さ
ま

に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
至
ら
ぬ
私
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
の
ご

指
導
の
も
と
た
く
さ
ん
の
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご

活
躍
を
お
祈
り
し
、
退
職
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
４
月
15
日
付

　
こ
の
度
４
月
末
を
も
ち
ま
し
て
退
職
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
在
職
中
は
組
合
員
の
皆
さ
ま
を
始
め
、
関
係
機
関
の
皆
さ

ま
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
北
海
道
の
出
身
で
す
ら
な
い
私
を
、
別
海
町
の
中
春
別
地

区
の
一
人
と
し
て
迎
え
て
い
た
だ
い
た
日
の
こ
と
は
、
未
だ

鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
関
東
出
身
で
牛
と
関
わ
っ
た
の
は

大
学
の
実
習
の
み
と
い
う
現
場
経
験
不
足
の
な
か
、
人
工
授

精
師
と
し
て
今
ま
で
畜
産
現
場
の
第
一
線
を
担
う
こ
と
が
で

き
た
こ
と
は
、
私
の
人
生
に
お
い
て
大
変
貴
重
な
経
験
で
し

た
。

　
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
０
か
ら
技
師
と
し
て
育
て
て
い
た

だ
い
た
恩
返
し
の
道
半
ば
で
人
工
授
精
師
を
引
退
す
る
と
い

う
決
断
を
し
、
農
協
を
去
る
心
苦
し
さ
は
あ
り
ま
す
が
、
持

て
る
知
識
と
経
験
を
基
に
勉
強
し
今
後
も
別
海
の
産
業
振
興

に
携
わ
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

　
最
後
に
組
合
員
の
皆
さ
ま
と
関
係
機
関
の
方
々
が
、
今
後

益
々
の
ご
清
栄
を
お
祈
り
申
し
上
げ
退
職
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

戸  

田
　
未  

来

根
　
本
　
祐
　
輝

竹
　
谷
　
　
　
澪

退 職 の ご 挨 拶

　自動車税種別割は、４月１日現在で運輸支局に登録されている自動車の名義
人（所有者）にかかる税金です。
　納税は金融機関、郵便局又はコンビニエンスストアのほか、インターネット
上の「北海道自動車税支払い」サイトから行うクレジットカード納税や、スマー
トフォン等のタブレット端末から決済アプリを用いて納税することができます。
　５月31日までに必ず納めましょう。

自動車税種別割納期限です。

納税に関するご相談は、根室振興局 税務課納税係まで
☎（0153）24-5466（直通）

５月31日は

職
員
の
退
職
に
つ
い
て
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組合員の広場

JA中
春
別

組合員の広場

Vol.532

　「
同
志
会
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
応
募
い
た

だ
い
た
作
品
の
ご
紹
介
を
し
ま
す
。

組合員の広場では、習字や俳句、短歌、絵画、写真など多数の作品を募集しております。
営農振興課 原内までお気軽にご連絡ください。

戸村 珀翔さん（６才）

中西 真菜さん（３才）

　４月に入り暖かい日が増えてきましたが、まだまだ肌寒さが残り体調を
崩しやすい時期です。免疫力を上げるためには肉・魚・卵・大豆製品・乳
製品をバランス良く食べることが大切というネット記事を見つけました。
牛乳が一番手軽に摂りやすい栄養ですので一日一杯を心掛けたいと思いま
す。〔原内〕
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介
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画
コ
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